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り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術

文
化
会
館
）
で
は
、
６
月
15
日

に
「
サ
ラ
・
チ
ャ
ン
　
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
」
を
開
催

し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
で
、
韓
国
人
の
両
親
の
も

と
に
生
ま
れ
た
サ
ラ
・
チ
ャ
ン

は
、
わ
ず
か
８
歳
で
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
や
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
管

弦
楽
団
と
共
演
。
一
躍
世
界
の

注
目
を
集
め
た
天
才
バ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
で
す
。

そ
の
後
の
活
躍
も
目
覚
ま
し

く
、
欧
米
の
名
だ
た
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
の
共
演
を
次
々
と
果

た
し
て
い
ま
す
。
平
成
６
年
に

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
と
の
共

演
で
日
本
デ
ビ
ュ
ー
。
14
歳
に

し
て
、
堂
々
と
し
た
貫
録
あ
ふ

れ
る
演
奏
で
、
聴
衆
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

20
歳
を
迎
え
る
今
年
、
待
望

の
日
本
初
リ
サ
イ
タ
ル
が
実

現
。
技
巧
面
で
の
卓
越
し
た
才

能
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
み
ず

み
ず
し
い
感
性
と
、
し
な
や
か

な
表
現
力
で
私
た
ち
を
魅
了
し

て
く
れ
ま
す
。

21
世
紀
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

界
を
担
う
、
期
待
の
新
星
の
演

奏
を
お
聞
き
逃
し
な
く
。

日
時

６
月
15
日
午
後
７
時
開

演会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

演
奏
曲
目

プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ

「
バ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
第
２
番

ニ
長
調
」
、
ラ
ベ
ル
「
ツ
ィ
ガ

ー
ヌ
」、
ほ
か

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
４
０
０
０

円
、
Ａ
席
３
０
０
０
円
、
Ｂ
席

２
０
０
０
円
　
※
３
月
25
日
か

ら
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
お
よ
び
市
内

の
主
な
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売

問
い
合
わ
せ

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ

チ
ケ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�

２
２
４
・
５
５
２
１
）
へ

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

オルガンプロムナードコンサート
日時 ３月25日午前11時15分開演
会場 りゅーとぴあコンサートホール
出演 吉田恵　申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ りゅーとぴあ事業課（�
224-7000）へ

児 童 セ ン タ ー
申し込み �は同センター（万代市民会
館内�246-7711）へ、�は当日直接同セ
ンターへ※月曜休館、幼児は保護者同伴
�工作教室「こいのぼりをつくろう」
日時 ４月８日午後１時半～３時半
対象 幼児・小学生先着25人　
参加費 350円
�親子一輪車講習会１・２・３
日時 ４月９日午前10時半～正午
対象 小学１～３年生の初心者先着15
人と保護者
�おはなしの部屋
日時 ４月16日午後２時～同30分
対象 幼児・小学生
�折り紙タイム
日時 ４月16日午後２時35分～３時35分
対象 幼児・小学生
�ローラースケート初心者講習会
日時 ４月22日午後１時半～３時 ※雨
天中止　対象 小学生先着20人

園芸センター 小品盆栽講座
日時 ３月24日午後１時半～３時半
内容 春先の小品盆栽の手入れについて
定員 先着50人
申し込み きょう19日午前９時から同
センターへ

石 山 地 区 公 民 館
申し込み �は同館（�286-5631）へ、
�は当日直接会場へ
�石山金曜コンサート
日時 ３月24日午後７時～９時
参加費 300円
�石山チャレンジクラブ
日時 ４月８日～来年３月10日午前９
時半～正午（土曜全18回）
内容 ゲーム、工作、料理
対象 小学生先着40人　参加費 3,000円

規制期間 ３月25・26日　午前９時～午
後５時
問い合わせ マリンピア日本海（�222-
7500）へ

４
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」

に
向
け
て
、
消
防
局
で
は
、
市
民
の
防
火
意
識
を
高
め
、

火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ジ
ャ
ス
コ
新

潟
東
店
、
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
新
潟
（
小
新
）
で
各
種
催
し
を

行
い
ま
す
＝
表
＝
。

問
い
合
わ
せ

消
防
局
（
�
２
２
３
・
３
１
９
１
）
へ

サラ・チャン

マ
リ
ン
ピ
ア
日
本
海
で
は
、

３
月
25
日
か
ら
５
月
７
日
ま

で
、
春
期
特
別
展
「
メ
ダ
カ
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

同
展
で
は
、
昨
年
、
環
境
庁

か
ら
絶
滅
の
危
険
が
増
大
し
て

い
る
種
に
指
定
さ
れ
、
話
題
と

な
っ
た
メ
ダ
カ
を
取
り
上
げ
、

生
態
と
生
息
環
境
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

ま
た
、
東
南
ア
ジ
ア
に
生
息

す
る
メ
ダ
カ
の
仲
間
も
あ
わ
せ

て
展
示
し
ま
す
。

春
の
１
日
、
ど
う
ぞ
同
館
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時

問
い
合
わ
せ

マ
リ
ン
ピ
ア
日

本
海
（
�
２
２
２
・
７
５
０
０
）

へ

�
メ
ダ
カ
展
�
を
開
催�

7

弟
の
絆
の
全
貌ぼ

う

を
解
き
明
か
し

て
い
き
ま
す
。

申
し
込
み

３
月
25
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
に

講
座
名
（
「
拓
本
の
楽
し
さ
体

験
講
座
」
は
希
望
ク
ラ
ス
名

も
）
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
西
船
見
町
５
９

３
２
、
同
館
（
�
２
２
２
・
７

６
１
２
）
へ
　
※
応
募
多
数
の

場
合
抽
選

新
潟
テ
ル
サ
で
は
、
レ
イ
モ

ン
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
を
開
催

し
ま
す
。

同
演
奏
会
は
、
１
９
６
９
年

に
「
シ
バ
の
女
王
」
の
大
ヒ
ッ

ト
で
人
気
を
集
め
、
以
来
フ
ァ

ン
を
楽
し
ま
せ
て
き
た
、
レ
イ

モ
ン
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
12
回

目
の
来
日
公
演
で
す
。

当
日
は
、
マ
イ
・
ウ
ェ
イ
、

太
陽
が
い
っ
ぱ
い
、
イ
エ
ス
タ

デ
イ
・
ワ
ン
ス
・
モ
ア
な
ど
皆

さ
ん
の
聞
き
慣
れ
た
曲
の
演
奏

も
行
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
を
、
ぜ
ひ
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
27
日
午
後
６
時
半

開
演

会
場

新
潟
テ
ル
サ

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
６
０
０
０
円
、

Ａ
席
５
０
０
０
円
、
Ｂ
席
４
０

０
０
円
　
※
き
ょ
う
19
日
か
ら

市
内
の
主
な
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で

発
売

問
い
合
わ
せ

会
場
（
�
２
８

１
・
１
８
８
８
）
へ

ん
で
行
う
も
の
。
拓
本
に
は
関

心
は
あ
る
が
、
今
ま
で
拓
本
を

と
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
人

を
対
象
と
し
た
、
初
心
者
向
け

の
体
験
型
講
座
で
す
。

講
師
に
早
稲
田
大
学
教
授
の

金
澤
邦
夫
さ
ん
を
迎
え
、
１
日

目
に
は
、
墨
や
タ
ン
ポ
な
ど
の

道
具
作
り
を
行
い
、
２
日
目
に

は
、
実
際
に
八
一
の
歌
碑
の
拓

本
を
と
り
ま
す
。

「
『
會
津
八
一
・
吉
野
秀
雄

往
復
書
簡
』
講
読
会
」
は
、
八

一
と
、
八
一
の
唯
一
の
歌
の
門

人
で
あ
っ
た
吉
野
秀
雄
が
、
30

余
年
に
わ
た
っ
て
交
し
合
っ
た

書
簡
を
講
読
す
る
も
の
で
す
。

講
師
に
鶴
見
大
学
名
誉
教
授

の
和
泉
久
子
さ
ん
を
迎
え
、
８

１
２
通
の
書
簡
を
通
し
て
、
師

市
會
津
八
一
記
念
館
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、
八
一

の
業
績
を
し
の
ぶ
講
座
を
実
施

し
ま
す
＝
表
＝
。

「
拓
本
の
楽
し
さ
体
験
講
座
」

は
、
４
月
５
日
か
ら
７
月
２
日

ま
で
開
催
す
る
「
八
一
の
歌
の

い
し
ぶ
み
・
拓
本
」
展
に
ち
な

寛
は
、
本
市
へ
も
托た

く

鉢
に
訪
れ

て
お
り
、
歌
も
詠
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
で
は
数
多
く
の
良

寛
研
究
者
が
活
躍
し
て
お
り
、

全
国
的
な
良
寛
の
研
究
会
で
あ

る
全
国
良
寛
会
の
事
務
局
も
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
と
の
ゆ
か
り
の
深
い
良

寛
の
没
後
１
７
０
年
を
記
念
し

た
事
業
と
し
て
、
創
作
能
以
外

に
も
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

「
良
寛
と
新
潟
市
」
展
な
ど
の

行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

�
創
作
能

日
時

５
月
20
日
午
後
２
時
半

開
演

会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
能
楽
堂

チ
ケ
ッ
ト

４
０
０
０
円
　

※
３
月
21
日
か
ら
市
内
の
主
な

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売

問
い
合
わ
せ

同
大
会
委
員
会

事
務
局
（
文
化
振
興
課
内
�
内

線
２
１
５
５
）
へ

市
と
全
国
良
寛
会
で
組
織
す

る
「
良
寛
１
７
０
年
祭
大
会
委

員
会
」
で
は
、
５
月
20
日
に
り

ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術
文
化

会
館
）
の
能
楽
堂
で
、
創
作
能

「
日
輪
月
輪
〜
良
寛
上
人
と
聖

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
物
語
」
を

上
演
し
ま
す
。

同
創
作
能
は
、
良
寛
１
７
０

年
祭
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

上
演
す
る
も
の
で
、
京
都
国
際

能
楽
研
究
所
の
湯
浅
裕
子
さ
ん

に
創
作
を
依
頼
し
た
作
品
で

す
。良

寛
と
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
、

人
間
と
自
然
の
平
和
を
願
い
、

愛
と
清
貧
の
生
き
方
に
徹
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
、

鳥
、
月
を
友
と
し
て
愛
の
歌
を

歌
う
な
ど
、
ふ
た
り
の
生
涯
は

異
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
共
通

点
が
あ
り
ま
す
。

同
作
品
で
は
、
生
命
を
尊
び
、

万
物
の
平
和
な
共
生
を
望
ん

だ
、
東
西
ふ
た
り
の
聖
人
の
慈

悲
深
き
心
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
弟

子
で
あ
る
貞
心
尼
と
聖
キ
ア
ラ

を
通
し
て
語
り
ま
す
。

演
出
と
シ
テ
（
主
役
）
は
、

観
世
流
シ
テ
方
の
重
鎮
で
あ
る

河
村
信
重
さ
ん
が
、
ま
た
、
演

能
監
修
と
後
見
は
観
世
榮
夫
さ

ん
が
務
め
ま
す
。

三
島
郡
出
雲
崎
生
ま
れ
の
良

し
な
や
か
な
表
現
力
で
魅
了

し
な
や
か
な
表
現
力
で
魅
了�

�
サ
ラ
・
チ
ャ
ン
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

サ
ラ
・
チ
ャ
ン
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
��

�
サ
ラ
・
チ
ャ
ン
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
��

期日 時　間

午前９時10分

～同40分

午前10時

～11時45分

午前10時10分
～11時45分

午前10時
～同40分

３・28

３・29

会　場 内　　容

ジャスコ

新潟東店

ジャスコ

新潟東店

屋外駐車場

通報・避難誘導・初期

消火訓練、消防隊の救

急救助・放水訓練

幼年消防クラブ演奏会・

防火の誓い、応急手当て

普及寸劇・ミニ講習会、

消防音楽隊の演奏、防火

広報物品の配布、ほか

サンロイヤ
ル新潟
（小新）

新消防車両の展示

（大型化学消防自動車、水

�型水槽付消防ポンプ自

動車、高規格救急自動車）、

起震車の体験試乗

通報・避難誘導・初期

消火訓練、消防隊の救

急救助・放水訓練、は

しご車試乗体験

講座名

日　時

会　場

定　員

参加費

「會津八一・吉野秀雄

往復書簡」講読会

４月５日

～来年３月14日

毎月第１・２水曜日

（12月と１月を除く）

午後１時半～３時半

寄居コミュニティハウス

10人

20,000円

※別途テキスト代

32,000円が必要

拓本の楽しさ体験

講　座

４月11・12日

〈午前クラス〉

午前10時～

午後０時半

〈午後クラス〉

午後２時～４時半

11日：市美術館

12日：市會津八一記念館

各クラス20人

2,000円

春休みこども映写会
内容 忍たま乱の交通安全、金色の足あ
と、赤いカラスと幽霊船
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 西地区公民館（�261-003
1）へ
期　日

3･25

3･26

時　間 会　場
午前9時半
～11時 西地区公民館

中野小屋公民館

赤塚公民館

午後1時半
～３時
午前9時半
～11時

絶
滅
が
心
配
さ
れ
て
い
る
メ
ダ
カ

創作能「日輪月輪」


